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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月29日(2008.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本明細書で用いる「自発的に分散可能な医薬組成物」とは本明細書で定義する活性薬剤
を含有し、そして水性溶媒、例えば水で希釈するか、または胃液中にある場合、コロイド
構造を生成することができる組成物を意味する。コロイド構造は液滴およびナノ粒子を含
む固体または好ましくは液体粒子でよい。自発的に分散可能な医薬組成物は好ましくはマ
イクロエマルジョン前濃縮物である。
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